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1.  寄 稿 

（1） 鹿屋体育大学学生の健康評価 

 
鹿屋体育大学 保健管理センター 教授 

安 田  修 
 

鹿屋体育大学の学生がアスリートの集団であることは言うまでもない。約 9 割の学生が
何らかの課外活動団体に所属している。アスリート集団の健康調査では通常と異なる結果
が得られる可能性がある。本学では毎年 4 月に全学生の体組成の測定を含めた健康診断を
実施している。健康診断の結果を基に腎機能評価、血圧と体組成の関係について検討してみ
た。 

腎機能の体表的な指標として、血中クレアチニン濃度がある。クレアチニンは筋肉のエネ
ルギー供給源であるクレアチンリン酸の代謝産物であるため、血清クレアチニンは主に筋
肉から放出される。そのため、血清クレアチニンは筋肉量の影響を受ける。筋肉量の少ない
女性は男性に比べて血清クレアチニンは低値である。筋肉量が少ない高齢者でも低い値に
なり、腎機能は過大評価される。 

血中クレアチニン濃度の他に、血中シスタチン C 濃度も腎機能の体表的な指標として用
いられている。シスタチン C は全身の有核細胞から恒常的に産生されている。そのため、
筋肉から放出されるクレアチニンと異なり、筋肉量の影響を受けにくいとされている。今回
の対象者は鹿屋体育大学の新入生 131 名であり、年齢は 18.3 ± 1.2 歳であった。対象者の
多くは標準よりも低い体脂肪率、同年代平均以上の基礎代謝量を有していた（図１）。イン
ピーダンス法で測定した筋肉量は 57.0 ± 7.6 kg であり、左右の握力と有意な相関を示して
いた（図２）。同様に筋肉量は右下肢の伸展力とも有意な相関を示した。これらの結果から、
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測定された筋肉量は骨格筋の量を反映しているものと考えられる。 
血中クレアチニン濃度と血中シスタチン C 濃度の間には有意な相関が見られた（図３）。

最も代表的な腎機能マーカーである血中クレアチニン濃度は、筋肉量と有意な正の相関を
示した。もうひとつの腎機能マーカーである血中シスタチン C 濃度もクレアチニンと同様

に筋肉量と有意な正の相関を示した（図４）。 
 腎機能は糸球体濾過量（glomerular filtration rate; GFR）によって評価されることが一般
である。GFR は単位時間あたりに腎臓の糸球体により血液が濾過される量であり、その標
準的な測定法はイヌリンクリアランスの測定である。しかし、検査が煩雑であることから、
臨床の現場では血液の腎機能の指標であるクレアチニンやシスタチン C を用いて推計され
ていることが多い。 

クレアチニンから推計された GFR（eGFRcre）とシスタチン C から推計された GFR
（eGFRcys）の間には有意な相関が認められた（図３）。eGFRcre は筋肉量と有意な負の相

図２ 筋肉量と握力（文献2より許可を得て掲載）
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図３ クレアチニンとシスタチンCの相関（文献2より許可を得て掲載）
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関を示した。eGFRcys も同様に筋肉量と有意な負の相関を示した（図５）。これらの結果は
アスリートにおいては血中シスタチンC 濃度もクレアチニンと同様に筋肉量の影響を受け、
筋肉量が豊富なアスリートでは腎機能が低下しているように見誤られる可能性を示してい
る。筋肉量が豊富な若年アスリートにおいては、全身の組織のなかで筋肉の占める割合が大
きいたため、血清シスタチン C値においても筋肉量の影響を受けやすかった可能性がある。
シスタチン C は筋肉量の影響を受けにくいとされているが、若年アスリートでは筋肉量も

考慮に入れることが望ましいと考えられる。 
毎年の健康診断では血圧測定を実施している。高血圧は動脈硬化の危険因子である。高血

圧により日本人の死因の上位を占める心疾患、脳血管疾患に罹患する可能性が高まる。鹿屋
体育大学学生の血圧に関する調査を実施した。健康診断の結果を基に、血圧と健康診断にお
ける各種測定値との相関を評価した。収縮期血圧は、体表面積、身長、体重、BMI、筋肉量、
尿酸値と有意な相関を示した。年齢と尿酸値を含む多重回帰分析では、体重のみが収縮期血
圧と有意に関連していた。以上より、若いアスリートの血圧は体重と関連している。柔道な
どの筋力トレーニングを受けたアスリートは持久力トレーニングを受けたアスリートより

図４ 筋肉量とクレアチニン、シスタチンC（文献2より許可を得て掲載）
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も体重が重く、高血圧の人の割合が高い傾向がある。若いアスリートの高血圧は、脂質や血
糖値よりも体重と強く関わりがあり、運動の種類、筋力または持久力は、高血圧とより強く
関連している可能性がある。 
  

文献 
1) 腎機能と筋肉量の相関 安田修，藤井康成，小牧梨沙，安田久代，守山敏樹，添嶋裕

嗣．CAMPUS HEALTH 55(2)：133-137，2018 
2) 若年アスリートの筋肉量と腎機能マーカーの解析 安田修、藤井康成、小牧梨沙、柳

沼悠、守山敏樹．CAMPUS HEALTH 56(2)：137-14，2019 
3) 国際高血圧学会抄録集，2022 
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平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
カウンセリング

（対面・オンライン）
220 258 172 326 255 279

電話・メールフォロー 93 142 323 381 358 205
フォームズ 0 0 0 0 0 138
相談者数 51 71 84 81 98 100
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